
「認知症予防アドバイザー検定」を2015年11月にスタート 
～脳科学研究の第一人者久保田競（京都大学名誉教授）監修の検定～ 

一家に一人必要な資格です 

Press Release 

株式会社日本アイティ技能普及協会では全国で130のパソコン教室を展開し、それらを通じてパソコンのみならず
様々な講座(クラフト・絵画・アロマなど）や、イベント（散歩・旅行・作品展など）を行いシニア層の素敵なセカ
ンドライフの楽しみをご提供させていただいております。 

昨今日本では高齢化に伴い「認知症」の問題が深刻化しております。「認知症」の問題はご本人
だけでなく家族の介護や延いては介護費用に関する国の財政問題にも大きく影響しています。 
 株式会社日本アイティ技能普及協会（所在地：東京都文京区 代表取締役：松野公一）は、
11月15日から認知症予防アドバイザー検定をスタート致します。 

本検定は、地域社会において予防への関心と知識を多くの方々に理解して頂く支援活動の中心と
なる人材を育成する為に、認知症についての基礎知識から、行政機関やサポートプログラムの利
用方法、そして効果的な非薬物療法による予防方法等を網羅し、認知症予防アドバイザーとして
の知識をしっかり学んでいただけるものです。 
本検定の料金は受講・検定・認定全て込みで50,000円（税別）となります。 
 
我が国では高齢化の進展とともに認知症患者の数も増加しています。 
平成22年度調査報告では認知症患者439万人、認知症の前段階と考えられている軽度認知障害は
380万人となっており、65歳以上の高齢者の実に4人に一人が認知症若しくは認知症予備軍とい
う状況となっています。  
その状況を鑑み、厚生労働省を中心とした関係府省庁が共同し、国家戦略としての認知症の早期
発見・早期治療への取り組みも始まりました。 
認知症は予防が可能です。認知症予備軍といわれている「軽度認知症」の場合、そのまま放置す
れば認知機能は低下し続け、数年後約半数の人が認知症に進むと言われています。しかし、適切
な対策や治療を行うことで認知症を発症しないままでいられることもあるのです。 
癌と同様、認知症も「早期発見」「早期治療」が重要であると言えます。 
  
本検定を「一家に一人必要な資格」として広めて参ります。 
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総監修講師 プロフィール 

 久保田 競 
（くぼた きそう）  
日本における脳科学研究の 
第一人者であり最高権威 

・1973年 京都大学霊長類研究所教授就任 
・1996年 京都大学名誉教授就任 
・2004年 日本福祉大学/大学院 
      教授就任 
・2009年 国際医学技術専門学校 
      副校長就任 
・2011年 瑞宝中綬章を受章 

主な著書「40代からの脳と体のバランス健康法」「ランニングで頭がよくなる」 
    「図解脳を良くする小さな習慣 最高権威が語る!」「脳活習慣 100歳まで楽しく生きる」 


